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　新入生の皆さん、大学キャンパスの生活に慣れてこられましたか。緑
の自然に囲まれた（猪もでる）柏原キャンパスで大学生活を送る皆さん
に、キャンパスの自然を観察することをお勧めします。
　あたりの山々やキャンパス内の木に咲く薄紫色の花は何でしょう。6月
頃には緑の芝の間には可憐なピンク色の花がまるでねじのような形で咲
き始めます。
　自然の中のそれらの変化に敏感になってくださ
い。緑の中に次 と々生まれてくる変化に敏感に気
づいていくことは、将来の子どもたちの変化に敏
感になれることと関連しているとわたしは考え
ています。

　二部の皆さんの多くは、学業と仕事の両立をめざしていると思いま
す。できれば、学校現場に接する仕事を通して、何かを得てほしいと思
います。二部は小規模で、多様な経歴の人と密度の濃い関係づくりが
できます。そのことは、将来、学校現場で教員集団をつくるベースになり
ます。サークル、クラブ活動、学校行事にも積極的に
参加してください。また、大学生として学ぶというこ
とはどういうことなのか、じっくり考えてください。学
生の皆さんには、古典的な書物を是非読んでほ
しいと思います。数百年、あるいは千年以上前
の人々の考え、営みには、未来を見通すヒント
があります。その意味で、提案するキーワー
ドは「温故知新」です。

　２０１０年度新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。大学の授
業を中心とした日常生活をスムーズに始めることができているでしょうか。
大学では皆さん一人一人の主体的な学びが中心です。講義や演習を
通じて提供されるテーマに誠実に取り組み、様々な知識、考え方に触れ
てください。大学での学びは必ず皆さんを成長させます。また、多くの友
人と語り合い、大学生にふさわしい数々の社会
的な経験を積み重ねてください。広く社会に目
を向けることは必ず皆さんの心を豊かにします。
大学で培われる広い視野と総合的な思考力を
基に、正しい判断ができる自立した社会人
として活躍できるよう、我々教員は皆さん
の大学での学びを全力で応援します。

　新入生の皆さん、本学へのご入学、改めまして心より歓迎いたしま
す。それぞれに夢を描いて、本学に入って来られたことと思います。本学
の教員養成課程は、このたび皆さん方の学年から新しいシステムになり
ました。これまでの「小学校教員養成課程」「中学校教員養成課程」に
代わりまして、「学校教育教員養成課程」が新しく誕生
し、これに「幼稚園教員養成課程」「特別支援教育
教員養成課程」「養護教諭養成課程」が加わっ
て、４課程構成になりました。いわば教員養成課程も
新１回生です。この新しい体制によって、より充
実したハイレベルの教員養成をめざします。
新入生の皆さん。ともに一緒になって、夢を
育み、大きな夢に向かって前進しましょう。
　

新入生のみなさんへ
　新入生の皆さん、新しい大学生活には慣れましたでしょうか。
　さて、君たちの大学生活がより豊かで充実したものになっていくために、目に見えないカリキュ
ラムというものに配慮をしてほしいと思います。子どもたちが、友達同士のやりとりや先生とのかか
わりなど学校生活を送る中で目に見えない形で身につけていく行動様式、価値観、規範意識が
あるのではないかという考えです。そのことは、君たちの大学生活にも当然あてはまることだと考
えています。君たちは、多くの授業、サークル、クラブ活動、ボランティアなど、日々 計画を立てて生
活を過ごしていく中で、人 と々関わり、目に見えない形で獲得していく行動様式や価値観、ものの
見方考え方というのがあるに違いない、それは一体何なのかを追究してほしいと思います。
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「常設展示コーナー」
「学生作品展示
スペース」開設

04 天王寺キャンパスの整備工事が完了

05
全面人工芝の
グラウンドが完成
国立大学としては初

　「天遊」は、荘子の言葉から引用されたも
ので、人間の心の中に自然に備わっている
余裕をあらわしています。キャンパス統合移
転の記念に旧師範学校以来の同窓会3団
体から寄贈された記念碑に銘文として刻ま
れています。記念碑の揮毫は、水嶋昌（山
耀）本学名誉教授によるものです。

「天遊」とは

天遊vol.14
webアンケート

本誌にご意見をお寄せください。
　広報室では、今後の誌面作りに皆様のご意見を
積極的に取り入れていきたいと考えています。ご
感想やご意見、大阪教育大学についてお知りにな
りたいことなどを、はがきまたはwebアンケート
でお聞かせください。

03 04

04

05

教職教育研究開発センター長 安福純子
第二部主事 正木久仁
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温故知新をキーワードに 自然を観察すること

自立した社会人として 活躍を夢を育み、大きな夢に向かって

 目に見えないカリキュラムの追究を

大阪教育大学長　長尾彰夫

教養学科長 横井邦彦

　本学附属図書館本館では地下ラ
ウンジの全面改修を行い、「大阪教
育大学の歴史（常設展示コー
ナー）」「たまごギャラリー（学生作
品展示スペース）」を開設しました。
　「大阪教育大学の歴史」では、大
学の成立ちを表す写真パネル、大
阪府師範学校鬼瓦（明治34年）、
大阪府女子師範学校校旗・優勝旗
（昭和15年）、柏原キャンパス第1
次基礎計画に基づく完成予想模型
（昭和52年）など、本学の貴重な
歴史的遺産を展示しています。
　「たまごギャラリー」は、学生た
ちが創作した作品等を自由に展示
し、発表するスペースとして整備し
ました。
　学生・教職員はもちろんのこと、
オープンキャンパスや大学祭を訪
れる受験生や地域住民など、多く
の方々に足を運んでいただき、学
生作品や大学の歴史的資料を通し
て、大阪教育大学への理解を深め
ていただけることを期待していま
す。

　本学天王寺キャンパスの整備工
事が3月下旬に完了し、駐輪場、駐
車場、中庭がリニューアルされまし
た。駐輪場については増設整備、

駐車場については宿舎跡地を利用
した新規整備です。中庭は、天王寺
キャンパス学生及び西館で行われ
ている公開講座や教員免許更新
講習の受講者の憩いの場として整
備されました。今年1月25日から
工事に取りかかっていたもので、
整備面積は中庭3,012m、駐車場
1,422m、駐輪場136mとなって
います。
　植栽は、円形状に芝を植えてい
るほか、コクチナシ、ヤブラン、ヒラ
ドツツジ、ユキヤナギなど27種の
植物を随所に植えています。また、
地面はブラウンを基調にしたアー
スカラーのブロック43,700個
（10cm×20cm）を874mにわ
たって敷き詰め（インターロッキン
グブロック舗装）、シックな雰囲気
をつくりだしています。また、地面
のアスファルト舗装も752mにわ
たって施しました。

　
　大阪教育大学柏原キャンパスに
全面人工芝の多目的グラウンド
（サッカー・ラグビー場）が完成しま
した。
　総面積約9,400mのグラウンド
は、近畿地区の国公立大学として
は初の全面人工芝運動場で、最新
の人工芝素材と機能性の高い夜
間照明設備が加えられ、関西でも
屈指の体育施設となります。
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本紙は再生紙を使用し、環境にやさしいベジタブルインキで印刷しています。
この印刷物は、15,000部を423,000円で、すなわち1部28,20円で作成しました。
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　大阪教育大学・柏原キャンパスに、今年度、
キャリア支援センターが開設されました。
　同センターは、キャリア教育を含めて大学
生活のあらゆる場での学生のキャリア・アップ
と職業選択を支援することをめざしています。
主な業務は…

…と幅広いです。
　柏原キャンパスには、事務局棟3階に教員
就職相談室、企業就職相談室、就職資料室、就
職指導室、学生サービス課就職係があり、キャ
リア教育の授業科目開講、就職支援行事や各
種対策講座の実施、就職相談、面接指導等の
実施、求人など就職情報の提供をしています。

キャリア支援センターが発足
サポート

センター長に就任した
入口豊教授（保健体育講座）に聞きました。

「教員就職相談室」がヒートアップ
面接指導に亀井アドバイザーが奮闘!

　教員採用選考テストの全員クリアをめざし
た「教員就職相談室」は、キャリアアドバイ
ザーの亀井靖夫先生らが担当しています。
　7月に本格スタートする採用テストの1次
試験をにらんで、連日、面接や小論文、筆記試
験の対策を実地で行っています。
　個人面接では挨拶の仕方から始まり面接
官に応対する所作まで手取り足取り指導。
「相手から目を外すな」「自己PRは曖昧な言
い回しをするな」「自分の決意をきっぱり言い
切れ」などと厳しいアドバイスが次々にかけら
れます。
　集団面接では、「保護者のクレームにどの
ように対応したらいいのか」「大事な会議が
ある日に通勤電車が事故で遅刻しそうになっ
た。どうしたらいいのか」など、学校現場が悩
んでいるリアルなテーマや、学校で日常起こ
りがちなアクシデントを取り上げ、熱いディス
カッションを繰り広げています。亀井アドバイ

ザーは「学生には少し厳しい指導かも知れな
いが、教師に対する社会の目はシビア。1年目
から担任をもっても十分にやっていけるように、
学生に対して懇切丁寧なアドバイスを心がけ
ています」と話しています。

　キャリア支援センターが進める主な業務
の一つ、「就職ガイダンス・セミナー」が4月か
ら開かれています。企業関係者ら各界から外

部講師を招いて1年間を通して繰り広げるも
ので、4回生を対象にした川瀬英作キャリア
アドバイザーによる就職セミナーに続いて、
5月19日には1回生を対象とする「キャリア
ガイダンス」が開かれ、副センター長の大嶋
知之・特任教授が講演を行いました。
　大嶋副センター長は、「学生一人ひとりが
自分の将来（人生）を考えるキャリア形成支
援がセンターの目的である」としたうえで、
「プラス志向の大切さ」「ピンチをチャンスに
変えるしたたかさ」「自分を励ます『ことば』
をもとう」などと社会に出てからの心構えに
ついて、出版社勤務の経験を交えながらアド
バイスを行いました。

　仕事や人生について語った京セラの創業
者・稲盛和夫氏、パナソニックの松下幸之助
氏ら、“一流の仕事人”の語録を引きながら、
「社会に出ると、学歴はほとんど関係がない。
特に、民間企業は、その人のもつ社会人基礎
力を問う」などと強調しました。
　そのうえで、「大学の4年間は階段で言え
ば踊り場。その後の人生の行方を決めてしま
うような大切な時期です」「充実した大学生
活が一人ひとりのキャリアの基礎になりま
す」「１週間に１度くらいは自分のキャリア
（人生）について考えてみましょう」と呼びか
けて締めくくりました。

就職ガイダンス始まる
大嶋・副センター長が講演

1. キャリア教育の企画立案・実施
2. 就職ガイダンス・セミナー
     及び特別講座の企画立案・実施
3. 就職指導・相談の実施
4. 就職情報の収集・提供
5. 就職に関する調査及び分析
6. インターンシップに関する支援
7. 卒業生に対する就職支援

̶センターが立ち上がるまでの経緯をお聞
かせ願えますか。
        　それまでは「就職支援実施委員会」
がありましたが、うまく機能していなかったよ
うに思います。入試という「入口」だけでなく、
就職という「出口」も充実させていかなくて
はならないという考えが共有され、就職支援
とキャリア支援が合体したセンターを立ち上
げることができました。そのために、民間企
業出身（元（株）ベネッセコーポレーション副
社長）の大嶋知之先生を副センター長に迎
えることができました。大嶋先生には、キャリ
ア教育をプランニングし、実際に授業やガイ
ダンスもしていただいています。

̶教員採用試験のバックアップということで
は「サポートデスク」において亀井靖夫氏
（特別参与・元堺市教育次長）にキャリア・ア
ドバイザーとして活躍していただいていま
す。センター設立を機に教養学科学生への
就職も１年次から力を入れていこうというね
らいなのですね。
          そのとおりです。教養学科にも毎年
400人が入学してくるわけですから、年々増
えている企業就職への志望に対応し、１年次
から系統的にキャリア支援を行う体制づくり
に取り組んでいかなくてはならないというこ
とで、センター内に大嶋先生をトップとする

「企業就職対策委員会」を新たに立ち上げま
した。
　教員就職と企業就職の2委員会のメン
バーが集まって月1回運営委員会を開催し、
それぞれの原案を持ち寄って議論を行って
います。とにかく学生の就職にとってよいこと
は何でもやっていこうというスタンスです。

̶入学した直後の1、2年目から進路のサ
ポートをしていこうということですね。大学
としての生き残り戦略にもつながりますね。
        　有名私立大学の教員養成への参入

に伴い教員採用試験も競争激化必至であり、
教採、企業両方の就職対策をしっかりやるこ
とがセンターの使命だと理解しています。大
げさに言えば、大学の存亡をかけた重要な取
り組みだと思っています。従って、事務方だけ
でなく、教員がこの活動にどのように積極的
になっていくのかが問われます。この事業の
正否に関わる課題だと思っています。先生方
が参加できる受け皿をいろいろ工夫してい
きます。
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大学生活のあらゆる場で支援を
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履歴書（1回につき5枚）
学内就職行事DVD貸出簿（貸出期間1日）

1

2 問合せ：学生サービス課就職係（TEL.072-978-3307）

面接、小論文、
筆記試験など

さまざまなテーマを
用いて丁寧に指導する
亀井アドバイザー

自分自身に
ついて考え

よう

大嶋副セン
ター長のお

話。
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ザーは「学生には少し厳しい指導かも知れな
いが、教師に対する社会の目はシビア。1年目
から担任をもっても十分にやっていけるように、
学生に対して懇切丁寧なアドバイスを心がけ
ています」と話しています。

　キャリア支援センターが進める主な業務
の一つ、「就職ガイダンス・セミナー」が4月か
ら開かれています。企業関係者ら各界から外

部講師を招いて1年間を通して繰り広げるも
ので、4回生を対象にした川瀬英作キャリア
アドバイザーによる就職セミナーに続いて、
5月19日には1回生を対象とする「キャリア
ガイダンス」が開かれ、副センター長の大嶋
知之・特任教授が講演を行いました。
　大嶋副センター長は、「学生一人ひとりが
自分の将来（人生）を考えるキャリア形成支
援がセンターの目的である」としたうえで、
「プラス志向の大切さ」「ピンチをチャンスに
変えるしたたかさ」「自分を励ます『ことば』
をもとう」などと社会に出てからの心構えに
ついて、出版社勤務の経験を交えながらアド
バイスを行いました。

　仕事や人生について語った京セラの創業
者・稲盛和夫氏、パナソニックの松下幸之助
氏ら、“一流の仕事人”の語録を引きながら、
「社会に出ると、学歴はほとんど関係がない。
特に、民間企業は、その人のもつ社会人基礎
力を問う」などと強調しました。
　そのうえで、「大学の4年間は階段で言え
ば踊り場。その後の人生の行方を決めてしま
うような大切な時期です」「充実した大学生
活が一人ひとりのキャリアの基礎になりま
す」「１週間に１度くらいは自分のキャリア
（人生）について考えてみましょう」と呼びか
けて締めくくりました。

就職ガイダンス始まる
大嶋・副センター長が講演

1. キャリア教育の企画立案・実施
2. 就職ガイダンス・セミナー
     及び特別講座の企画立案・実施
3. 就職指導・相談の実施
4. 就職情報の収集・提供
5. 就職に関する調査及び分析
6. インターンシップに関する支援
7. 卒業生に対する就職支援

̶センターが立ち上がるまでの経緯をお聞
かせ願えますか。
        　それまでは「就職支援実施委員会」
がありましたが、うまく機能していなかったよ
うに思います。入試という「入口」だけでなく、
就職という「出口」も充実させていかなくて
はならないという考えが共有され、就職支援
とキャリア支援が合体したセンターを立ち上
げることができました。そのために、民間企
業出身（元（株）ベネッセコーポレーション副
社長）の大嶋知之先生を副センター長に迎
えることができました。大嶋先生には、キャリ
ア教育をプランニングし、実際に授業やガイ
ダンスもしていただいています。

̶教員採用試験のバックアップということで
は「サポートデスク」において亀井靖夫氏
（特別参与・元堺市教育次長）にキャリア・ア
ドバイザーとして活躍していただいていま
す。センター設立を機に教養学科学生への
就職も１年次から力を入れていこうというね
らいなのですね。
          そのとおりです。教養学科にも毎年
400人が入学してくるわけですから、年々増
えている企業就職への志望に対応し、１年次
から系統的にキャリア支援を行う体制づくり
に取り組んでいかなくてはならないというこ
とで、センター内に大嶋先生をトップとする

「企業就職対策委員会」を新たに立ち上げま
した。
　教員就職と企業就職の2委員会のメン
バーが集まって月1回運営委員会を開催し、
それぞれの原案を持ち寄って議論を行って
います。とにかく学生の就職にとってよいこと
は何でもやっていこうというスタンスです。

̶入学した直後の1、2年目から進路のサ
ポートをしていこうということですね。大学
としての生き残り戦略にもつながりますね。
        　有名私立大学の教員養成への参入

に伴い教員採用試験も競争激化必至であり、
教採、企業両方の就職対策をしっかりやるこ
とがセンターの使命だと理解しています。大
げさに言えば、大学の存亡をかけた重要な取
り組みだと思っています。従って、事務方だけ
でなく、教員がこの活動にどのように積極的
になっていくのかが問われます。この事業の
正否に関わる課題だと思っています。先生方
が参加できる受け皿をいろいろ工夫してい
きます。
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求人情報ファイル
インターンシップ情報ファイル
新聞
過去の教員・公務員採用試験
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就職行事案内

7

8

9

10

11

12

13

14

5

6

優しい笑顔
で展望を語

る

入口豊セン
ター長。

大学生活のあらゆる場で支援を

1

2

履歴書（1回につき5枚）
学内就職行事DVD貸出簿（貸出期間1日）

1

2 問合せ：学生サービス課就職係（TEL.072-978-3307）

面接、小論文、
筆記試験など

さまざまなテーマを
用いて丁寧に指導する
亀井アドバイザー

自分自身に
ついて考え

よう

大嶋副セン
ター長のお

話。
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 STUDENTS NOW!STUDENTS NOW!
大 阪 教 育 大 学 で 生 き る 学 生 の 「 今 」 が わ か る 。

　学校生活での身近な情報を盛り込んだ記
事の制作や、大学WEBページでの情報発信
など、学生目線で大学の情報を発信する学生
広報グループ「DAIKYO PRESS（大教プレ
ス）」が発足し、4月から本格始動しました。学
内での説明会やポスター、リーフレットでのメ
ンバー募集により、柏原・天王寺両キャンパス
の学生20人が集まりました。
　これまで、4回にわたるメンバー会議を行い、
様々な企画を実行してきました。第一弾企画
として、4月に「100人のWill do」を実施しま
した。この活動は、新入生一人ひとりに大学生
活の抱負や夢、希望をフリップに書いてもら
い写真を撮影し、その“写真”をブログやポス
ターで紹介しようというものです。柏原・天王
寺両キャンパスで105人のコメントを集める
ことができ、学内数か所にポスターを掲示し
ました。たくさんの方が足をとめ、新入生の希
望あふれるユニークなコメントを楽しんでい
ました。
　

　また、5月の新入生歓迎行事「五月祭」では、
「Twitter」（世界中の人がWeb上につぶや
きを自由に書き込むコミュニケーションサイ
ト）のシステムをアレンジし、短冊につぶやき
を書いて模造紙に貼りつける、手書き
「Daikyo Twitter」を実施しました。自分た
ちの出し物の宣伝や、今起こっている出来事、
ふと浮かんだ気持ちなどを多くの人が書き込
んでくれました。
　参加した学生広報メンバーの感想は…
　「徐々にDaikyoTwitterに書かれるつぶ
やきが増えていくのが面白かったです。（中
学校教員養成課程技術・家庭専攻 3回生 山
崎恭平君）」「本物のTwitterのようなフォ
ローよりも、気軽に面白いことを書いたり宣

伝したり、返事を期待しないで発信すること
を楽しんでいたように感じます。（教養学科人
間科学専攻 ２回生 辻坂優也君）」「3日間と
も予想以上の盛況ぶりで楽しかったです。普
段関わることのできなかった人と話せたりし
て、違う角度から五月祭を満喫できました。
（教養学科 健康科学専攻 2回生 黒田圭子さ
ん）」

　今後は、「LikeじゃなくてLoveなんだ」のタイト
ルで、メンバー同士がインタビューし合い、お互い
を紹介していきます。
　DAIKYO PRESSの活動は、コミュニケーショ
ン能力やプレゼン能力などを身につけるキャリア
教育の一環として、大学がバックアップしている
ものです。今後も、楽しく様々な経験から学ぶこ
とのできる活動を繰り広げていきます。

 NOW「 今 」 を 楽 し ん で る ! ?

　本学大学院生の川辺芙美子さん（夜間大学
院・健康科学専攻）は、8月に米国で開催され
る競泳のパンパシフィック選手権出場に向け、
猛練習に励んでいます。
　川辺さんは、今年4月13日（火）から18日
（日）まで行われた第86回日本選手権水泳競
技大会で50ｍ、100ｍ、200ｍ平泳ぎの3種
目すべて自己ベストを更新し3位に入賞。その
結果、「パンパシフィック選手権大会」の日本代
表選手に選ばれました。 
　練習中の川辺さんを訪ねました。
－パンパシフィックの抱負は。
川辺　「大学時代は壁にぶつかってずっと伸

び悩んでいました。やめようかと思いましたが、
去年、200mで久しぶりにベスト記録を更新
しました。その勢いもあって、もっと記録が出
るのかも知れないという気持ちが出てきまし
た。（水泳を）やめるならこれが最後と4月の
選手権にエントリーしました。これからも、これ
が選手生活の最後だという気持ちで試合に臨
みます。一つ一つ目標をクリアしていきたい」
－高校卒業後、大阪教育大学を選んだのは、将来
は教員になりたいという夢があるのですか。
川辺　「はい。昨年は教育実習にも行きまし
た。中学校か高校の保健体育科の教員をめざ
しています」

－大教大の後輩にメッセージを。
川辺　「私の場合は勉強と水泳競技の両立が
たいへんでした。しかし、何かを目標に掲げて
あきらめないで続けていけば、必ず結果が付
いてくるということを信じてもらいたいです。
自分自身があきらめたら終わりです。そのた
めにも、一つ一つハードルをクリアしていくこ
とが大事だと思っています。私も頑張ります!
皆さんも頑張ってください!」

DAIKYO PRESSブログ 　http://blog.bur.osaka-kyoiku.ac.jp/dkpress/

3 学生広報「DAIKYO PRESS」が本格始動！
新入生に「100人のWill do」
五月祭で「手書きTwitter」が大反響1 水泳競技の川辺さん

（夜間大学院・健康科学専攻）

パンパシフィック選手権
出場へ猛練習　
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　大阪教育大学女子ハンドボール部が、平成
22年度関西学生ハンドボール春季リーグ戦
で、2季ぶり11回目の優勝を成し遂げました。
　関西学生リーグ戦は年2回、春と秋に開催
されます。本学女子ハンドボール部は、平成
21年度春季優勝、秋季準優勝など、常に優勝

争いに加わる強豪チームです。
　現在、部の一番の目標は、大学ナンバーワン
をきめる全日本インカレで優勝することです。
　全日本インカレではこれまでに2度、決勝に
進みました。昨年は、過去に敗れたことのある
筑波大学を準決勝で降したものの、決勝で東

京女子体育大学に優勝を阻まれました。今年
は11月に大阪で決勝戦が予定されており、地
元開催で悲願の初優勝をめざしています。
　その前段として7月に西日本インカレが予
定されています。ここで優勝することが、全日
本インカレの試合を有利に進められる鍵とな
ります。
　キャプテンの石田千帆さん（スポーツコー
ス4回生）は「全日本インカレでは先輩たちの
分も含め優勝をめざしたい。さらにチーム
ワークよく、楽しく全員で、最後まで勝ち抜き
たい」と意気込みを語りました。
　顧問の土井秀和教授は「各高校から選りす
ぐりの学生が集まっています。練習は、選手た
ちの自主性に任せています。チームワークの
良さと強さの秘訣はそんなところにあるので
は。大学関係者の皆様の応援が何よりも力に
なります。声援をお願いします」と話していま
す。（写真左は、高校女子ハンドボールの強豪、四
天王寺高校との練習試合の様子）

2女子ハンドボール　
悲願の初優勝をめざして
この秋、全日本インカレへ照準
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など、学生目線で大学の情報を発信する学生
広報グループ「DAIKYO PRESS（大教プレ
ス）」が発足し、4月から本格始動しました。学
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　これまで、4回にわたるメンバー会議を行い、
様々な企画を実行してきました。第一弾企画
として、4月に「100人のWill do」を実施しま
した。この活動は、新入生一人ひとりに大学生
活の抱負や夢、希望をフリップに書いてもら
い写真を撮影し、その“写真”をブログやポス
ターで紹介しようというものです。柏原・天王
寺両キャンパスで105人のコメントを集める
ことができ、学内数か所にポスターを掲示し
ました。たくさんの方が足をとめ、新入生の希
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ました。
　

　また、5月の新入生歓迎行事「五月祭」では、
「Twitter」（世界中の人がWeb上につぶや
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ト）のシステムをアレンジし、短冊につぶやき
を書いて模造紙に貼りつける、手書き
「Daikyo Twitter」を実施しました。自分た
ちの出し物の宣伝や、今起こっている出来事、
ふと浮かんだ気持ちなどを多くの人が書き込
んでくれました。
　参加した学生広報メンバーの感想は…
　「徐々にDaikyoTwitterに書かれるつぶ
やきが増えていくのが面白かったです。（中
学校教員養成課程技術・家庭専攻 3回生 山
崎恭平君）」「本物のTwitterのようなフォ
ローよりも、気軽に面白いことを書いたり宣

伝したり、返事を期待しないで発信すること
を楽しんでいたように感じます。（教養学科人
間科学専攻 ２回生 辻坂優也君）」「3日間と
も予想以上の盛況ぶりで楽しかったです。普
段関わることのできなかった人と話せたりし
て、違う角度から五月祭を満喫できました。
（教養学科 健康科学専攻 2回生 黒田圭子さ
ん）」

　今後は、「LikeじゃなくてLoveなんだ」のタイト
ルで、メンバー同士がインタビューし合い、お互い
を紹介していきます。
　DAIKYO PRESSの活動は、コミュニケーショ
ン能力やプレゼン能力などを身につけるキャリア
教育の一環として、大学がバックアップしている
ものです。今後も、楽しく様々な経験から学ぶこ
とのできる活動を繰り広げていきます。

 NOW「 今 」 を 楽 し ん で る ! ?

　本学大学院生の川辺芙美子さん（夜間大学
院・健康科学専攻）は、8月に米国で開催され
る競泳のパンパシフィック選手権出場に向け、
猛練習に励んでいます。
　川辺さんは、今年4月13日（火）から18日
（日）まで行われた第86回日本選手権水泳競
技大会で50ｍ、100ｍ、200ｍ平泳ぎの3種
目すべて自己ベストを更新し3位に入賞。その
結果、「パンパシフィック選手権大会」の日本代
表選手に選ばれました。 
　練習中の川辺さんを訪ねました。
－パンパシフィックの抱負は。
川辺　「大学時代は壁にぶつかってずっと伸

び悩んでいました。やめようかと思いましたが、
去年、200mで久しぶりにベスト記録を更新
しました。その勢いもあって、もっと記録が出
るのかも知れないという気持ちが出てきまし
た。（水泳を）やめるならこれが最後と4月の
選手権にエントリーしました。これからも、これ
が選手生活の最後だという気持ちで試合に臨
みます。一つ一つ目標をクリアしていきたい」
－高校卒業後、大阪教育大学を選んだのは、将来
は教員になりたいという夢があるのですか。
川辺　「はい。昨年は教育実習にも行きまし
た。中学校か高校の保健体育科の教員をめざ
しています」

－大教大の後輩にメッセージを。
川辺　「私の場合は勉強と水泳競技の両立が
たいへんでした。しかし、何かを目標に掲げて
あきらめないで続けていけば、必ず結果が付
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　大阪教育大学女子ハンドボール部が、平成
22年度関西学生ハンドボール春季リーグ戦
で、2季ぶり11回目の優勝を成し遂げました。
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　顧問の土井秀和教授は「各高校から選りす
ぐりの学生が集まっています。練習は、選手た
ちの自主性に任せています。チームワークの
良さと強さの秘訣はそんなところにあるので
は。大学関係者の皆様の応援が何よりも力に
なります。声援をお願いします」と話していま
す。（写真左は、高校女子ハンドボールの強豪、四
天王寺高校との練習試合の様子）

2女子ハンドボール　
悲願の初優勝をめざして
この秋、全日本インカレへ照準
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　「…大阪教育大学柏原キャンパスに、自然
とテクノロジーの共存をテーマにした空間

芸術『エレクトリック・
ドラゴン』が登場
した。夜は赤
い光を放ち、
巨大なキノ
コ の 森 の
中に迷い込
んだようだ。

…」記事はさら

に「加藤准教授とドイツの現代芸術家、ゲル
ハルト・ヘッセさんが共同制作。傘をひっくり
返したようなドイツ製の銀の物干し竿96基
（高さ約1.6m）が並べられ、夜には骨組み
に巻き付けた赤色発光ダイオード（LED）を
入れたチューブが輝く。…」と、昨年11月、
毎日新聞は芸術とサイエンスのコラボが生
み出すパフォーマンスを報じています。
　加藤准教授（44）は、1994年10月から
本学に着任。小中学校の教師をめざす学生
たちに、造形表現の面白さを伝えるとともに、

自らは彫刻の作家として作品を生み出して
います。美術の面白さを学生たちに伝える
ために様々なアイデアを美術講座の教員た
ちと出し合っています。今年4月28日は、大
学院教育学研究科「現代的教育課題とアー
ト」受講者による企画で、教師をめざしてい
る学生、工作が好きな学生らを対象として、
NHK教育番組「つくってあそぼ」の大学生
版の企画をサポート。番組のキャラクター
「わくわくさん」こと、久保田雅人さんを講師
にワークショップを交えた実技の講演会を
実施しました。
　地域開放事業「わくわくアートの時間」を
企画したり、地域の保育園児に授業に参加し
てもらい、学生と粘土遊びを通して交流する
取り組みを実施。交流授業では、工作に打ち
込む幼児の目線に新鮮さを感じたという学
生がたくさんいます。「様々な人と交流しな
がら、図画工作の面白さ、楽しさを体験して
もらい、教師力として求められているプレゼ
ンする力、コミュニケーション力などを身に
つけてほしい」と加藤准教授は話します。

　アブラナ科の植物シロイヌナズナが、自
ら受精して種子を作る「自殖性」に進化した
のは、おしべにある花粉遺伝子の変異が原
因であることを、今春に大阪教育大学と東
北大学、スイス・チューリッヒ大学などの研
究グループが世界で初めて突き止めまし
た。先端科学情報誌として世界で最も権威
のある英科学誌『Nature』に発表されまし
た。
　共同研究の一角を担ったのが本学自然
研究講座の鈴木剛准教授（38）です。鈴木
准教授は、東北大学農学部の学生時代に
「植物育種研究室」に所属しました。「植物

育種」とは野菜の品種改良につながる研究
で、農家が注目する新しい種（タネ）の生産
につながります。
　1999年4月から助手として本学に着任。
自家受精を妨げる仕組みについて遺伝的
分野から研究を深めました。「植物の多く
が自分のおしべとめしべが受精することが
できない仕組みになっています。花粉遺伝
子が、遺伝子の多様性を保つために自殖性
を妨げる働きをもつからです。シロイヌナ
ズナがなぜ、自家受精（自殖）するように
なったのかに着目しました」（鈴木准教授）
　研究グループはシロイヌナズナのめしべ
におしべを交配する実験を行いました。そ
の結果、めしべは自然変異した花粉遺伝子
をもつおしべは受け入れるが、変異してい
ないおしべは拒絶しました。
　この実験と遺伝子配列の解析により、自
殖が広まったのは、交配相手が少なかった
氷河期と推定されました。これは、ダーウィ
ンが1876年に提唱した「自殖は交配相手

が少ない環境においては繁殖に有利」との
仮説を裏づける快挙となりました。
　シロイヌナズナは、世界中に広く分布し、日
本で親しまれているぺんぺん草の仲間です。
　鈴木准教授は、現在、2回生の生命科学概
説の授業の他、3回生の生命科学のコース専
門科目を受け持っています。そして、引き続
き、遺伝子関係の実験に取り組んでいます。

　約10年前に理科教育講座から二部・実践
学校教育講座に移りました。二部の学生は
文系が多く、教員を志望する学生の“理科離
れ”という状況に接して戸惑いを感じるとと
もに、理科教育講座よりも二部の学生のほ
うが、実際の小学校教員の現状に近いので
はないかと思いました。高校で物理を勉強
したことのない学生の質問は、むしろ本質
的な質問が多いのです。その質問にどのよ
うに答えるのか、その問題意識から、小学校
教員に必要な教育内容・方法の改善と教材
開発の試行錯誤が始まりました。
物理に少しでも興味をもってもらうため「物

理教育における科学史の利用」を授業に導
入し、科学史上で重要な実験を再現して見
せています。
　「電気と磁気」は半期15回の授業で、電
気と磁気の発明の歩みと電磁気学への発
展の歴史をたどります。電気学はガルバー
ニの『動物電気の発見』から大きく発展しま
す。そして有名な『ボルタ電池の発明』の紹
介から始まって、『熱電対（ゼーベック効
果）』、『オームの法則』へと続く発明の道筋
と、エルステッドによる『電流の磁気作用の
発見』からアンペールの『右ねじの法則の発
見』、そしてファラデーの『電磁誘導の発見』
へと、それぞれの発見が次の新しい発見を
導いています。
　歴史を覚えるのではありません。物理現
象を科学者がどのように理解したのかをた
どるのです。未知のものを発見するこの過
程は、子どもたちが科学を理解するプロセ
スと共通性があります。
　例えば、中学校の理科で学習する電磁誘
導を発見したファラデーは『電流から磁力が
得られるなら、逆に磁力から電流が得られる
のではないか』と考えました。その結果、磁

石を使って電気を生み出す電磁誘導の発見
につながりました。逆転の発想です。これら
を、再現してみせると学生たちは目を輝か
せて食いついてきます。現象や原理だけで
なく、科学者の考えた道筋も一緒に学ぶこ
とで、理解の手助けにもなります。
電気と磁気は小中学校の理科学習でも多く
取り扱われるテーマであり、右ねじの法則や
ファラデーの電磁誘導など、様々な実験を
重視しています。もちろん実験は手作りで
す。こういった学校現場に敏感な感覚は、自
ら理科支援員等配置事業の特別講師として
教室で小学生に教えた経験もあるからです。
　女性の視点を理科に生かせないかと、教
材づくりもアート感覚や色彩感覚を取り入
れています。教材作製の別の授業ではモー
ターを作る場合、銅線では味気ないので、カ
ラフルなアルミワイヤを使っています。百
円ショップが教材のアイデアを生み出す場
所です。理科実験装置に「美しさ・かわいさ」
をプラスしたことは、学生や子どもたちから
も好評です。

　FMラジオ局とNPO法人、大学の三者
がコラボレートし、「AIDSと人権」をテー
マにした参加型授業が6月2日（水）、本学
柏原キャンパスで行われました。
　この授業は、教養学科健康生活科学講
座の榎木泰介講師が担当する「基礎セミ
ナー」の1コマで、1回生約40人が参加し
ました。授業を進行したのはFM802の
DJ・吉村昌弘さん。プログラムを実施した

のは民間ボランティア
団体「HIVと人権・情報
センター」の「ヤング・
シェアラー」と呼ばれる
若手スタッフ4人です。
　FM802では、今年4
月から6月まで「Act 
Against AIDS-Radio 
Action-」というキャン
ペーンを繰り広げてい
ます。このキャンペーン
は、エイズ啓発メッセー

ジをラジオから発信することを基本としな
がら、外部のイベント会場や学校を訪れて
啓発活動をするというものです。
　今回の授業では、同センターで実施され
ているプログラム「YYSP（ヤング・フォー・
ヤング・シェアリング・プログラム）」が取り
入れられました。FMラジオ局との共同に
よるYYSPの授業を行ったのは、国立大学
法人では本学が初めてです。

　プログラムでは「HIV/AIDSの基礎知
識」から始まり、「感染経路（血液感染・母子
感染・性感染）」「SEXにおける感染の可能
性」「コンドームによる予防方法」「大切な
パートナーへの思いやり」などについて、
カラフルな掲示物やぬいぐるみ、模型など
を使って、分かりやすく解説しました。そし
て「AIDSを正しく理解し、自分の体と心を
大切にしてください」とメッセージが送ら
れました。　吉村さんは「大好きなパート
ナーとのSEXはとても大切なことです。そ
の大切な人を守るためにもHIVに関心を
もちましょう」と呼びかけました。
　参加した学生は「AIDSや性について正
しい知識を再確認することが出来ました」
「より身近な問題として考え、行動する機
会になりました」と感想を述べていました。
　榎木先生は「学生がAIDSについて正確
に理解し、考え、またボランティア活動など
に一歩を踏み出すきっかけになれば」と話
しています。

File.001 彫刻を通して図画工作で生きる力を教員養成課程美術教育講座彫刻研究室  
准教授 加藤 可奈衛

File.002 シロイヌナズナの「自殖性」への進化を解明教養学科自然研究講座 
准教授　鈴木 剛

File.003 物理教育に科学史「理科の面白さを」第二部　実践学校教育講座
准教授　種村 雅子

１回生「AIDSと人権」をテーマに授業 NPO法人、ラジオ局とタイアップ

大 教 、ミ ル・キ
ク・シ ル

6 7

学び・リアルタイム

自然とテクノロジーの共存を
テーマにした空間芸術
『エレクトリック・ドラゴン』が登場。

File.001

ダーウィンの提唱した
仮説を裏づける快挙！

File.002

歴史を覚えるのではありません。
物理現象を科学者がどのように
理解したのかをたどるのです。

File.003
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　「…大阪教育大学柏原キャンパスに、自然
とテクノロジーの共存をテーマにした空間

芸術『エレクトリック・
ドラゴン』が登場
した。夜は赤
い光を放ち、
巨大なキノ
コ の 森 の
中に迷い込
んだようだ。

…」記事はさら

に「加藤准教授とドイツの現代芸術家、ゲル
ハルト・ヘッセさんが共同制作。傘をひっくり
返したようなドイツ製の銀の物干し竿96基
（高さ約1.6m）が並べられ、夜には骨組み
に巻き付けた赤色発光ダイオード（LED）を
入れたチューブが輝く。…」と、昨年11月、
毎日新聞は芸術とサイエンスのコラボが生
み出すパフォーマンスを報じています。
　加藤准教授（44）は、1994年10月から
本学に着任。小中学校の教師をめざす学生
たちに、造形表現の面白さを伝えるとともに、

自らは彫刻の作家として作品を生み出して
います。美術の面白さを学生たちに伝える
ために様々なアイデアを美術講座の教員た
ちと出し合っています。今年4月28日は、大
学院教育学研究科「現代的教育課題とアー
ト」受講者による企画で、教師をめざしてい
る学生、工作が好きな学生らを対象として、
NHK教育番組「つくってあそぼ」の大学生
版の企画をサポート。番組のキャラクター
「わくわくさん」こと、久保田雅人さんを講師
にワークショップを交えた実技の講演会を
実施しました。
　地域開放事業「わくわくアートの時間」を
企画したり、地域の保育園児に授業に参加し
てもらい、学生と粘土遊びを通して交流する
取り組みを実施。交流授業では、工作に打ち
込む幼児の目線に新鮮さを感じたという学
生がたくさんいます。「様々な人と交流しな
がら、図画工作の面白さ、楽しさを体験して
もらい、教師力として求められているプレゼ
ンする力、コミュニケーション力などを身に
つけてほしい」と加藤准教授は話します。

　アブラナ科の植物シロイヌナズナが、自
ら受精して種子を作る「自殖性」に進化した
のは、おしべにある花粉遺伝子の変異が原
因であることを、今春に大阪教育大学と東
北大学、スイス・チューリッヒ大学などの研
究グループが世界で初めて突き止めまし
た。先端科学情報誌として世界で最も権威
のある英科学誌『Nature』に発表されまし
た。
　共同研究の一角を担ったのが本学自然
研究講座の鈴木剛准教授（38）です。鈴木
准教授は、東北大学農学部の学生時代に
「植物育種研究室」に所属しました。「植物

育種」とは野菜の品種改良につながる研究
で、農家が注目する新しい種（タネ）の生産
につながります。
　1999年4月から助手として本学に着任。
自家受精を妨げる仕組みについて遺伝的
分野から研究を深めました。「植物の多く
が自分のおしべとめしべが受精することが
できない仕組みになっています。花粉遺伝
子が、遺伝子の多様性を保つために自殖性
を妨げる働きをもつからです。シロイヌナ
ズナがなぜ、自家受精（自殖）するように
なったのかに着目しました」（鈴木准教授）
　研究グループはシロイヌナズナのめしべ
におしべを交配する実験を行いました。そ
の結果、めしべは自然変異した花粉遺伝子
をもつおしべは受け入れるが、変異してい
ないおしべは拒絶しました。
　この実験と遺伝子配列の解析により、自
殖が広まったのは、交配相手が少なかった
氷河期と推定されました。これは、ダーウィ
ンが1876年に提唱した「自殖は交配相手

が少ない環境においては繁殖に有利」との
仮説を裏づける快挙となりました。
　シロイヌナズナは、世界中に広く分布し、日
本で親しまれているぺんぺん草の仲間です。
　鈴木准教授は、現在、2回生の生命科学概
説の授業の他、3回生の生命科学のコース専
門科目を受け持っています。そして、引き続
き、遺伝子関係の実験に取り組んでいます。

　約10年前に理科教育講座から二部・実践
学校教育講座に移りました。二部の学生は
文系が多く、教員を志望する学生の“理科離
れ”という状況に接して戸惑いを感じるとと
もに、理科教育講座よりも二部の学生のほ
うが、実際の小学校教員の現状に近いので
はないかと思いました。高校で物理を勉強
したことのない学生の質問は、むしろ本質
的な質問が多いのです。その質問にどのよ
うに答えるのか、その問題意識から、小学校
教員に必要な教育内容・方法の改善と教材
開発の試行錯誤が始まりました。
物理に少しでも興味をもってもらうため「物

理教育における科学史の利用」を授業に導
入し、科学史上で重要な実験を再現して見
せています。
　「電気と磁気」は半期15回の授業で、電
気と磁気の発明の歩みと電磁気学への発
展の歴史をたどります。電気学はガルバー
ニの『動物電気の発見』から大きく発展しま
す。そして有名な『ボルタ電池の発明』の紹
介から始まって、『熱電対（ゼーベック効
果）』、『オームの法則』へと続く発明の道筋
と、エルステッドによる『電流の磁気作用の
発見』からアンペールの『右ねじの法則の発
見』、そしてファラデーの『電磁誘導の発見』
へと、それぞれの発見が次の新しい発見を
導いています。
　歴史を覚えるのではありません。物理現
象を科学者がどのように理解したのかをた
どるのです。未知のものを発見するこの過
程は、子どもたちが科学を理解するプロセ
スと共通性があります。
　例えば、中学校の理科で学習する電磁誘
導を発見したファラデーは『電流から磁力が
得られるなら、逆に磁力から電流が得られる
のではないか』と考えました。その結果、磁

石を使って電気を生み出す電磁誘導の発見
につながりました。逆転の発想です。これら
を、再現してみせると学生たちは目を輝か
せて食いついてきます。現象や原理だけで
なく、科学者の考えた道筋も一緒に学ぶこ
とで、理解の手助けにもなります。
電気と磁気は小中学校の理科学習でも多く
取り扱われるテーマであり、右ねじの法則や
ファラデーの電磁誘導など、様々な実験を
重視しています。もちろん実験は手作りで
す。こういった学校現場に敏感な感覚は、自
ら理科支援員等配置事業の特別講師として
教室で小学生に教えた経験もあるからです。
　女性の視点を理科に生かせないかと、教
材づくりもアート感覚や色彩感覚を取り入
れています。教材作製の別の授業ではモー
ターを作る場合、銅線では味気ないので、カ
ラフルなアルミワイヤを使っています。百
円ショップが教材のアイデアを生み出す場
所です。理科実験装置に「美しさ・かわいさ」
をプラスしたことは、学生や子どもたちから
も好評です。

　FMラジオ局とNPO法人、大学の三者
がコラボレートし、「AIDSと人権」をテー
マにした参加型授業が6月2日（水）、本学
柏原キャンパスで行われました。
　この授業は、教養学科健康生活科学講
座の榎木泰介講師が担当する「基礎セミ
ナー」の1コマで、1回生約40人が参加し
ました。授業を進行したのはFM802の
DJ・吉村昌弘さん。プログラムを実施した

のは民間ボランティア
団体「HIVと人権・情報
センター」の「ヤング・
シェアラー」と呼ばれる
若手スタッフ4人です。
　FM802では、今年4
月から6月まで「Act 
Against AIDS-Radio 
Action-」というキャン
ペーンを繰り広げてい
ます。このキャンペーン
は、エイズ啓発メッセー

ジをラジオから発信することを基本としな
がら、外部のイベント会場や学校を訪れて
啓発活動をするというものです。
　今回の授業では、同センターで実施され
ているプログラム「YYSP（ヤング・フォー・
ヤング・シェアリング・プログラム）」が取り
入れられました。FMラジオ局との共同に
よるYYSPの授業を行ったのは、国立大学
法人では本学が初めてです。

　プログラムでは「HIV/AIDSの基礎知
識」から始まり、「感染経路（血液感染・母子
感染・性感染）」「SEXにおける感染の可能
性」「コンドームによる予防方法」「大切な
パートナーへの思いやり」などについて、
カラフルな掲示物やぬいぐるみ、模型など
を使って、分かりやすく解説しました。そし
て「AIDSを正しく理解し、自分の体と心を
大切にしてください」とメッセージが送ら
れました。　吉村さんは「大好きなパート
ナーとのSEXはとても大切なことです。そ
の大切な人を守るためにもHIVに関心を
もちましょう」と呼びかけました。
　参加した学生は「AIDSや性について正
しい知識を再確認することが出来ました」
「より身近な問題として考え、行動する機
会になりました」と感想を述べていました。
　榎木先生は「学生がAIDSについて正確
に理解し、考え、またボランティア活動など
に一歩を踏み出すきっかけになれば」と話
しています。

File.001 彫刻を通して図画工作で生きる力を教員養成課程美術教育講座彫刻研究室  
准教授 加藤 可奈衛

File.002 シロイヌナズナの「自殖性」への進化を解明教養学科自然研究講座 
准教授　鈴木 剛

File.003 物理教育に科学史「理科の面白さを」第二部　実践学校教育講座
准教授　種村 雅子

１回生「AIDSと人権」をテーマに授業 NPO法人、ラジオ局とタイアップ

大 教 、ミ ル・キ
ク・シ ル

6 7

学び・リアルタイム

自然とテクノロジーの共存を
テーマにした空間芸術
『エレクトリック・ドラゴン』が登場。

File.001

ダーウィンの提唱した
仮説を裏づける快挙！

File.002

歴史を覚えるのではありません。
物理現象を科学者がどのように
理解したのかをたどるのです。

File.003
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　大阪教育大学では、国の提言（平成21年3
月）を受けて、附属学校園が地域のモデル校
及びセンター校となるよう、現在の公教育が
直面している諸課題に対して有効な教育・研
究を実践して発信していきたいと考えていま
す。もとより、附属学校園の存在意義は大学
の教育・研究に資することにあります。
　本学では、昨年度、大学・附属学校園連携推

進委員会を設置し、そのもとに天王寺・池田・
平野各地区共同研究協議会を設け、1年間か
けて議論を行い、校種を超えた共同研究テー
マを設定して、大学との組織的な共同研究を
進める準備を進めてきました。（表参照）いよ
いよ本年度からその共同研究がスタートしま
す。研究の状況は逐次発信していきますので、
ぜひご期待ください。

天王寺地区

池田地区

「人間と科学の調和を拓く
リテラシー教育」
・林龍平教授（学校教育講座）
・定金晃三教授（自然研究講座）

〈共同研究テーマ〉

「自立し協同する力を育む教育
（コミュニケーション力を基盤として）」
・加賀田哲也教授（英語教育講座）
・瀧野揚三教授
　（学校危機メンタルサポートセンター）
・神村早織准教授（教職教育研究開発センター）

〈共同研究テーマ〉

「生涯発達的視点に基づく
校種間連携型一貫教育」
・高橋登教授（学校教育講座）
・木原俊行教授（実践学校教育講座）
・島善信教授（教職教育研究開発センター）

〈共同研究テーマ〉

　2010大阪教育大学オープンキャンパス
が、7月25日（日）に開かれます。
　昨年は、約4,500人の高校生、保護者、留
学生などが参加し、大阪教育大学に対する社
会の関心の高さをうかがわせました。今年も、
学部改組によって新しく生まれた「学校教育

教員養成課程」に対して、教職を志望する高
校生の関心が集まっています。また、水泳やハ
ンドボール、サッカー、剣道など学生の活発な
活動も注目されており、昨年を上回る参加人
数が見込まれます。
　今年は、全体会にかわって専攻ごとに教員

が説明する「専攻等紹介」を行い、本学の概
要や教員養成課程、教養学科の特色などを紹
介する「入試ガイダンス」も4回にわたって実
施します。そのほか、模擬授業、受験生対象相
談コーナー、在学生のフリートークコーナー・
クラブ紹介、留学相談コーナー、外国人留学
生対象の説明会、キャンパスツアーなどが繰
り広げられます。
　また、“将来の後輩”を歓迎する学生サークル
のパフォーマンスが多彩に計画されています。
（写真は昨年のオープンキャンパスの模様）

平野地区

8 9

附属学校園ウォッチ

地域のモデル校・センター校をめざして
「大学と附属の共同研究がスタート」     理事（附属学校担当） 成山 治彦

今夏、オープンキャンパスが7月25日に
新たに「専攻等紹介」などを実施

新校長の第一声

共同研究

　8名の児童が亡くなり13名の児童が負傷
したあの痛ましい事件から9年目を迎えまし
た。附属池田小学校でも、大学でも、当時を知
る人が少なくなってきています。私たちは事
件を風化させることなく、事件の教訓を広く
社会に伝え、学校と子どもの安全確保の課題
に向き合うことが、事件を体験した当事者とし
ての使命だと考えています。
そのため、まず本学と本学附属学校園の全教
職員と学生が、どのような事件であったのか
を知り、事件の教訓をもとに、学校における子
どもの安全確保の重要性と教師に託される
重い使命について、認識を深める地道な取り

組みを進めていく決意です。
　本年度も6月8日（火）には、附属池田小学
校で「祈りと誓いの集い」がもたれました。全
児童と遺族をはじめ多くの関係者が「祈りと
誓いの塔」の前で誓いを立てました。また、大
学では、3限目（夜間学部は2限目）の全授業
で「語り継ぐ機会」をもちました。さらに、各学
校園や大学の各校舎では、国旗を半旗として
弔意をあらわし、黙祷を捧げました。長尾学長
からは、全教職員に「事件を風化させることな
く、今後も、危機対応能力の向上、安全意識の
高い教員の育成や学校安全・安全教育に関す
る研究など、全学を挙げて再発防止策への取

り組みを続けていこう」と呼びかけられました。
　　

WHOが推進する「International  Safe

 School（ISS）」に認証される

　ISSは、WHOが推進している「学校の安全
推進のために、子どもたち、教職員、保護者さ
らに地域の人々が一体となって、継続的・組織
的な取り組みが展開されている学校」を認証
する制度です。
　附属池田小学校は、平成13年6月8日の
事件以降、学校安全の推進をめざした教育の
研究及び実践を展開し、その成果を全国に発
信してきました。とりわけ、文部科学省の教育
課程特例校として「安全科」を設置したことは、
高く評価されています。
　3月5日に認証記念式典が行われ、倉田薫
池田市長や海外の団体代表など6名の方々
が 協 定 書にサ インをし、児 童 代 表 が
「SafeSchool宣言」を発表し、学校安全の
推進を誓いました。

同校PTAも受賞
　また、附属池田小学校PTAは、5月29日、
全国国立大学附属学校PTA連合会から、平
成13年の事件以降、学校・保護者・地域が連
携して登校時の子どもたちを見守る活動を9
年間継続していることについて「優れたPTA
活動」として表彰されました。同PTAは、これ
からも全会員が一致して子どもの安全の活
動を継続したいと決意されています。

大阪教育大学附属平野小学校 校長 園田雅春

大阪教育大学附属平野小学校 校長 園田雅春／附属特別支援学校 校長 上村逸子

附属特別支援学校 校長 上村逸子

夢想は拡がるばかり 子どもに寄り添う教育を

　特別支援教育が本格的に実施され4年目となる本

年4月から、附属特別支援学校の校長となりました。特

別支援教育は、今までの「場の教育」から「ニーズ教育」

へと、すなわち、「点の教育」から「線の教育」・「面の教育」の重要性を提言さ

れています。そこで本学では、子どもの将来を見通し、保護者のニーズを喚起

する教育実践と個別の支援計画の充実を図るため、子どもにじっくり寄り添う

教育を推進したいと考えております。

　また、守屋前校長の提案により大学の用地の一部を農地化（夢農場「ミラク

ル」）し、第2、第4土曜日に附属特別支援学校の児童・生徒・卒業生・保護者・

教師・学生たちと農業交流体験を行っています。この体験を通して、教員養成

の教育で大きな課題となっている障害の理解、特別支援教育の重要性が実

感・体得できるのではないかと思います。学生の皆さん、農業交流体験に参加

し、児童・生徒・保護者と交流していただければと願っています。

　大学跡地を擁する附属平野小学校は、何しろ敷地

が広大である。野鳥が遊び、果樹が実をつけ、幾種の野

草が繁茂する。その中で子どもたちは学んでいる。

　例えば山形県のある小学校では、子どもが学校農園で育てた作物が、そのま

ま給食物資として全面供給されている。給食室から注文を受けると、子どもが畑

から葱や大根を引き抜いて届けるのだ。「校産校消」による真正の食農教育。

　あくまで一例だが、そこでは「ごっこ」やバーチャルではない「本格的なしごとと

学習」がクロスしており、子どもが本気になってリアルに学んでいる。

　附属平野小学校は教職員が協同的でエネルギッシュな上、社会関係資本も

豊富だ。ＰＴＡや教育振興会の支援体制も確立されていて、参画型の学校づく

りが音を立てて進行している。子どもたちの教育参画が一層進めば、名実共に

「拠点校」「モデル校」として附属学校のミッションはより明確に果たせるだろう。

　「ひとりで考え　ひとと考え　最後までやりぬく子ども」をめざして、ここ平野の

地で私の夢想は拡がるばかりである。

〈附属池田小学校〉9年目の「祈りと誓いの集い」
大学は全授業で一斉に「語り継ぐ機会」をもつ
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　大阪教育大学では、国の提言（平成21年3
月）を受けて、附属学校園が地域のモデル校
及びセンター校となるよう、現在の公教育が
直面している諸課題に対して有効な教育・研
究を実践して発信していきたいと考えていま
す。もとより、附属学校園の存在意義は大学
の教育・研究に資することにあります。
　本学では、昨年度、大学・附属学校園連携推

進委員会を設置し、そのもとに天王寺・池田・
平野各地区共同研究協議会を設け、1年間か
けて議論を行い、校種を超えた共同研究テー
マを設定して、大学との組織的な共同研究を
進める準備を進めてきました。（表参照）いよ
いよ本年度からその共同研究がスタートしま
す。研究の状況は逐次発信していきますので、
ぜひご期待ください。

天王寺地区

池田地区

「人間と科学の調和を拓く
リテラシー教育」
・林龍平教授（学校教育講座）
・定金晃三教授（自然研究講座）

〈共同研究テーマ〉

「自立し協同する力を育む教育
（コミュニケーション力を基盤として）」
・加賀田哲也教授（英語教育講座）
・瀧野揚三教授
　（学校危機メンタルサポートセンター）
・神村早織准教授（教職教育研究開発センター）

〈共同研究テーマ〉

「生涯発達的視点に基づく
校種間連携型一貫教育」
・高橋登教授（学校教育講座）
・木原俊行教授（実践学校教育講座）
・島善信教授（教職教育研究開発センター）

〈共同研究テーマ〉

　2010大阪教育大学オープンキャンパス
が、7月25日（日）に開かれます。
　昨年は、約4,500人の高校生、保護者、留
学生などが参加し、大阪教育大学に対する社
会の関心の高さをうかがわせました。今年も、
学部改組によって新しく生まれた「学校教育

教員養成課程」に対して、教職を志望する高
校生の関心が集まっています。また、水泳やハ
ンドボール、サッカー、剣道など学生の活発な
活動も注目されており、昨年を上回る参加人
数が見込まれます。
　今年は、全体会にかわって専攻ごとに教員

が説明する「専攻等紹介」を行い、本学の概
要や教員養成課程、教養学科の特色などを紹
介する「入試ガイダンス」も4回にわたって実
施します。そのほか、模擬授業、受験生対象相
談コーナー、在学生のフリートークコーナー・
クラブ紹介、留学相談コーナー、外国人留学
生対象の説明会、キャンパスツアーなどが繰
り広げられます。
　また、“将来の後輩”を歓迎する学生サークル
のパフォーマンスが多彩に計画されています。
（写真は昨年のオープンキャンパスの模様）

平野地区

8 9

附属学校園ウォッチ

地域のモデル校・センター校をめざして
「大学と附属の共同研究がスタート」     理事（附属学校担当） 成山 治彦

今夏、オープンキャンパスが7月25日に
新たに「専攻等紹介」などを実施

新校長の第一声

共同研究

　8名の児童が亡くなり13名の児童が負傷
したあの痛ましい事件から9年目を迎えまし
た。附属池田小学校でも、大学でも、当時を知
る人が少なくなってきています。私たちは事
件を風化させることなく、事件の教訓を広く
社会に伝え、学校と子どもの安全確保の課題
に向き合うことが、事件を体験した当事者とし
ての使命だと考えています。
そのため、まず本学と本学附属学校園の全教
職員と学生が、どのような事件であったのか
を知り、事件の教訓をもとに、学校における子
どもの安全確保の重要性と教師に託される
重い使命について、認識を深める地道な取り

組みを進めていく決意です。
　本年度も6月8日（火）には、附属池田小学
校で「祈りと誓いの集い」がもたれました。全
児童と遺族をはじめ多くの関係者が「祈りと
誓いの塔」の前で誓いを立てました。また、大
学では、3限目（夜間学部は2限目）の全授業
で「語り継ぐ機会」をもちました。さらに、各学
校園や大学の各校舎では、国旗を半旗として
弔意をあらわし、黙祷を捧げました。長尾学長
からは、全教職員に「事件を風化させることな
く、今後も、危機対応能力の向上、安全意識の
高い教員の育成や学校安全・安全教育に関す
る研究など、全学を挙げて再発防止策への取

り組みを続けていこう」と呼びかけられました。
　　

WHOが推進する「International  Safe

 School（ISS）」に認証される

　ISSは、WHOが推進している「学校の安全
推進のために、子どもたち、教職員、保護者さ
らに地域の人々が一体となって、継続的・組織
的な取り組みが展開されている学校」を認証
する制度です。
　附属池田小学校は、平成13年6月8日の
事件以降、学校安全の推進をめざした教育の
研究及び実践を展開し、その成果を全国に発
信してきました。とりわけ、文部科学省の教育
課程特例校として「安全科」を設置したことは、
高く評価されています。
　3月5日に認証記念式典が行われ、倉田薫
池田市長や海外の団体代表など6名の方々
が 協 定 書にサ インをし、児 童 代 表 が
「SafeSchool宣言」を発表し、学校安全の
推進を誓いました。

同校PTAも受賞
　また、附属池田小学校PTAは、5月29日、
全国国立大学附属学校PTA連合会から、平
成13年の事件以降、学校・保護者・地域が連
携して登校時の子どもたちを見守る活動を9
年間継続していることについて「優れたPTA
活動」として表彰されました。同PTAは、これ
からも全会員が一致して子どもの安全の活
動を継続したいと決意されています。

大阪教育大学附属平野小学校 校長 園田雅春

大阪教育大学附属平野小学校 校長 園田雅春／附属特別支援学校 校長 上村逸子

附属特別支援学校 校長 上村逸子

夢想は拡がるばかり 子どもに寄り添う教育を

　特別支援教育が本格的に実施され4年目となる本

年4月から、附属特別支援学校の校長となりました。特

別支援教育は、今までの「場の教育」から「ニーズ教育」

へと、すなわち、「点の教育」から「線の教育」・「面の教育」の重要性を提言さ

れています。そこで本学では、子どもの将来を見通し、保護者のニーズを喚起

する教育実践と個別の支援計画の充実を図るため、子どもにじっくり寄り添う

教育を推進したいと考えております。

　また、守屋前校長の提案により大学の用地の一部を農地化（夢農場「ミラク

ル」）し、第2、第4土曜日に附属特別支援学校の児童・生徒・卒業生・保護者・

教師・学生たちと農業交流体験を行っています。この体験を通して、教員養成
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　大阪教育大学の開学60周年
（創基135周年）を記念して策定
された新ロゴマーク等（ロゴマー
ク、ロゴタイプ、基本色）が、本学の
シンボルとして学内外に広く発信
されることをめざして、その使用
ルールを定めた「VI（ヴィジュアル・
アイデンティティ）マニュアル」を
作成し、A4判16ページの冊子に
まとめました。本学が発行する各
種広報物や大学の公式グッズ等に
広く活用されることをめざしてい
ます。
　今年1月から暫定版VIマニュア
ルによる運用がスタートし、これま
で80件を超える使用申請が出さ
れています。今回のマニュアルは、
暫定版による運用実績をもとに、
「背景に応じた基本要素の扱い
方」「基本要素の加工について」
「使用禁止例」等、よりわかりやす
く、利用しやすいよう改訂していま
す。

　大阪教育大学生活協同組合の
第1食堂がリニューアルされまし
た。平成21年12月から大幅改装
工事を行っていたもので、席数を
500から650に拡充し、内装デザ
インはモノトーンを基調とした、シ
ンプルで落ち着いた空間に一新さ
れました。今回の改装は大阪教育
大学開学60周年を記念したもの
でもあり、大学の歴史をテーマに
したグラフィックデザインが壁面や
柱に施され、新しいロゴマーク入り
のオリジナルトレーも作られまし
た。
　オープニングセレモニーには学
生も参加し、真新しいテーブルで
新メニューを試食しました。大阪教
育大学生協の米川英樹理事長は
「新しい出発を機に、今後も魅力あ
る大学づくりに貢献できる生協を
めざし、さらに前を向いて歩いて
いきたい」と挨拶しました。

01
新ロゴマーク等
VIマニュアルが
作成されました

02
生協第1食堂が
お洒落に
リニューアル
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冊子が必要な方、
問い合わせ等は、企画課広報室へ。
●TEL 072-978-3344

問い合わせは、社団法人瓊池会へ。
〒530-0047大阪市北区西天満4-9-7 
●TEL 06-6364-7292

問い合わせ・入手希望者は、企画課広報室へ。
●TEL 072－978－3344

〈
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リ
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リ
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〈キリトリ〉

　本学・企画課広報室は、昨年度の開学60周年（創基135周年）の記
念冊子『発信する大教大』（A5判152ページ、並製）を、発刊します。
　本学は、昨年（2009年）開学60周年（創基135周年）を迎えたの
を機に“大阪の教育課題に応え、発信する大教大”というメーンテーマ
を掲げ、連続の記念行事を繰り広げました。

　大阪学芸大学としての発足、大阪教育大学への名称変更、柏原キャ
ンパスへの移転、そして国立大学の法人化といった大きな変化と歴史
を振り返りつつ、今後の本学の発展の道筋を明らかにしていきたいと
のねらいでした。この記念誌には、本学卒業生による記念座談会、5回
にわたるシンポジウムの講演概要、そして開学60周年記念シンポジ
ウムの卒業生教育長らによるリレー提言などの要旨を収録しています。
また、本学の教員が、学校現場が求める「即戦力」にどのように応える
かを切り口に、「教養教育」の意義や、完成年度を迎えた「4年間教育
実習」、学部改組によって新しく生まれた「学校教育教員養成課程」等
について熱い議論を交わした座談会も収めています。（写真は第5回シ
ンポジウムの模様）

　開学60周年記念事業担当の成山治彦理事は「記念事業で浮かび
上がった課題は『何を発信するのか』の中身が問われていることです。
教員養成をめぐっては大きな転換期を迎えており、本学としても革新
し続ける大学でありたいと思います。冊子をご一読いただき忌憚のな
いご意見を頂ければ幸いです」と話しています。

BOOK

教員養成史研究の一助に
『瓊池会百年の歩み』を刊行

『発信する大教大』
開学60周年（創基135周年）記念誌を発刊

　本学のルーツである大阪府池田師範学校及び大阪第二師範学校、
大阪学芸大学・大阪教育大学池田校舎の出身者らで組織する「社団
法人瓊池会・まがたま同窓会」（藤澤清和理事長）は、記念誌『瓊池会
百年の歩み』（B5判460ページ、上製本）を刊行しました。
　明治41年に創立された「大阪府池田師範学校」は平成20年に、そ
して明治43年に創設された同窓会「瓊池会」の始まりである「皐友
会」は平成22年に、それぞれ百周年を迎えました。
　「瓊池会」ではこの節目を記念し、平成20年から3年間にわたる連
続の行事を実施。最後となる今年は、瓊池会百年の集大成として記
念誌の刊行を手がけました。
　『歩み』は、母校編、同窓会編、記念事業編、資料編、年表で構成さ
れ、記念誌委員会（平尾貞夫委員長）を中心に3年半にわたる歳月を
費やしました。資料収集や原稿執筆、原稿検討、校正など粘り強い編
集作業の結実として、戦前戦後の大阪の教育の歴史を語る貴重な資
料が日の目をみることになりました。
　この記念誌の刊行祝賀会が5月29日に大阪市内で開かれ、瓊池
会会員のほか、本学の長尾彰夫学長、附属池田小学校の藤田大輔校
長らも出席。記念誌刊行に至るまでの経過報告が行われ、発刊を祝
い合いました。
　藤澤理事長は「編集作業では、創立90周年記念事業で整備された、
資料室所蔵の諸資料の活用に努める一方、母校編では、外部機関に
出かけ資料収集など委員の先生方には大変なご労苦をおかけしまし
た。また、取材に当たっ
ては、大阪教育大学の
附属図書館、企画課、
池田市をはじめ多くの
方々のご協力をいただ
きました。新しく生まれ
たこの記念誌が、多く
の人に読まれ、わが国
の教員養成史研究の
一助となれば、望外の
喜びです」と話してい
ます。
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　新入生の皆さん、大学キャンパスの生活に慣れてこられましたか。緑
の自然に囲まれた（猪もでる）柏原キャンパスで大学生活を送る皆さん
に、キャンパスの自然を観察することをお勧めします。
　あたりの山々やキャンパス内の木に咲く薄紫色の花は何でしょう。6月
頃には緑の芝の間には可憐なピンク色の花がまるでねじのような形で咲
き始めます。
　自然の中のそれらの変化に敏感になってくださ
い。緑の中に次 と々生まれてくる変化に敏感に気
づいていくことは、将来の子どもたちの変化に敏
感になれることと関連しているとわたしは考え
ています。

　二部の皆さんの多くは、学業と仕事の両立をめざしていると思いま
す。できれば、学校現場に接する仕事を通して、何かを得てほしいと思
います。二部は小規模で、多様な経歴の人と密度の濃い関係づくりが
できます。そのことは、将来、学校現場で教員集団をつくるベースになり
ます。サークル、クラブ活動、学校行事にも積極的に
参加してください。また、大学生として学ぶというこ
とはどういうことなのか、じっくり考えてください。学
生の皆さんには、古典的な書物を是非読んでほ
しいと思います。数百年、あるいは千年以上前
の人々の考え、営みには、未来を見通すヒント
があります。その意味で、提案するキーワー
ドは「温故知新」です。

　２０１０年度新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。大学の授
業を中心とした日常生活をスムーズに始めることができているでしょうか。
大学では皆さん一人一人の主体的な学びが中心です。講義や演習を
通じて提供されるテーマに誠実に取り組み、様々な知識、考え方に触れ
てください。大学での学びは必ず皆さんを成長させます。また、多くの友
人と語り合い、大学生にふさわしい数々の社会
的な経験を積み重ねてください。広く社会に目
を向けることは必ず皆さんの心を豊かにします。
大学で培われる広い視野と総合的な思考力を
基に、正しい判断ができる自立した社会人
として活躍できるよう、我々教員は皆さん
の大学での学びを全力で応援します。

　新入生の皆さん、本学へのご入学、改めまして心より歓迎いたしま
す。それぞれに夢を描いて、本学に入って来られたことと思います。本学
の教員養成課程は、このたび皆さん方の学年から新しいシステムになり
ました。これまでの「小学校教員養成課程」「中学校教員養成課程」に
代わりまして、「学校教育教員養成課程」が新しく誕生
し、これに「幼稚園教員養成課程」「特別支援教育
教員養成課程」「養護教諭養成課程」が加わっ
て、４課程構成になりました。いわば教員養成課程も
新１回生です。この新しい体制によって、より充
実したハイレベルの教員養成をめざします。
新入生の皆さん。ともに一緒になって、夢を
育み、大きな夢に向かって前進しましょう。
　

新入生のみなさんへ
　新入生の皆さん、新しい大学生活には慣れましたでしょうか。
　さて、君たちの大学生活がより豊かで充実したものになっていくために、目に見えないカリキュ
ラムというものに配慮をしてほしいと思います。子どもたちが、友達同士のやりとりや先生とのかか
わりなど学校生活を送る中で目に見えない形で身につけていく行動様式、価値観、規範意識が
あるのではないかという考えです。そのことは、君たちの大学生活にも当然あてはまることだと考
えています。君たちは、多くの授業、サークル、クラブ活動、ボランティアなど、日々 計画を立てて生
活を過ごしていく中で、人 と々関わり、目に見えない形で獲得していく行動様式や価値観、ものの
見方考え方というのがあるに違いない、それは一体何なのかを追究してほしいと思います。
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03
「常設展示コーナー」
「学生作品展示
スペース」開設

04 天王寺キャンパスの整備工事が完了

05
全面人工芝の
グラウンドが完成
国立大学としては初

　「天遊」は、荘子の言葉から引用されたも
ので、人間の心の中に自然に備わっている
余裕をあらわしています。キャンパス統合移
転の記念に旧師範学校以来の同窓会3団
体から寄贈された記念碑に銘文として刻ま
れています。記念碑の揮毫は、水嶋昌（山
耀）本学名誉教授によるものです。

「天遊」とは

天遊vol.14
webアンケート

本誌にご意見をお寄せください。
　広報室では、今後の誌面作りに皆様のご意見を
積極的に取り入れていきたいと考えています。ご
感想やご意見、大阪教育大学についてお知りにな
りたいことなどを、はがきまたはwebアンケート
でお聞かせください。
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教職教育研究開発センター長 安福純子
第二部主事 正木久仁

教員養成課程長 宮野安治

大阪教育大学 広報誌「天遊」
s u m m e r . 2 0 1 0  
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温故知新をキーワードに 自然を観察すること

自立した社会人として 活躍を夢を育み、大きな夢に向かって

 目に見えないカリキュラムの追究を

大阪教育大学長　長尾彰夫

教養学科長 横井邦彦

　本学附属図書館本館では地下ラ
ウンジの全面改修を行い、「大阪教
育大学の歴史（常設展示コー
ナー）」「たまごギャラリー（学生作
品展示スペース）」を開設しました。
　「大阪教育大学の歴史」では、大
学の成立ちを表す写真パネル、大
阪府師範学校鬼瓦（明治34年）、
大阪府女子師範学校校旗・優勝旗
（昭和15年）、柏原キャンパス第1
次基礎計画に基づく完成予想模型
（昭和52年）など、本学の貴重な
歴史的遺産を展示しています。
　「たまごギャラリー」は、学生た
ちが創作した作品等を自由に展示
し、発表するスペースとして整備し
ました。
　学生・教職員はもちろんのこと、
オープンキャンパスや大学祭を訪
れる受験生や地域住民など、多く
の方々に足を運んでいただき、学
生作品や大学の歴史的資料を通し
て、大阪教育大学への理解を深め
ていただけることを期待していま
す。

　本学天王寺キャンパスの整備工
事が3月下旬に完了し、駐輪場、駐
車場、中庭がリニューアルされまし
た。駐輪場については増設整備、

駐車場については宿舎跡地を利用
した新規整備です。中庭は、天王寺
キャンパス学生及び西館で行われ
ている公開講座や教員免許更新
講習の受講者の憩いの場として整
備されました。今年1月25日から
工事に取りかかっていたもので、
整備面積は中庭3,012m、駐車場
1,422m、駐輪場136mとなって
います。
　植栽は、円形状に芝を植えてい
るほか、コクチナシ、ヤブラン、ヒラ
ドツツジ、ユキヤナギなど27種の
植物を随所に植えています。また、
地面はブラウンを基調にしたアー
スカラーのブロック43,700個
（10cm×20cm）を874mにわ
たって敷き詰め（インターロッキン
グブロック舗装）、シックな雰囲気
をつくりだしています。また、地面
のアスファルト舗装も752mにわ
たって施しました。

　
　大阪教育大学柏原キャンパスに
全面人工芝の多目的グラウンド
（サッカー・ラグビー場）が完成しま
した。
　総面積約9,400mのグラウンド
は、近畿地区の国公立大学として
は初の全面人工芝運動場で、最新
の人工芝素材と機能性の高い夜
間照明設備が加えられ、関西でも
屈指の体育施設となります。
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センター連絡会議議長
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本紙は再生紙を使用し、環境にやさしいベジタブルインキで印刷しています。
この印刷物は、15,000部を423,000円で、すなわち1部28,20円で作成しました。
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